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【研究成果の概要】 （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  
【 序 論 】 土 壌 は 2 番 目に 大 き な 炭 素 の蓄 積 場所 で あ り 、 土 壌炭 素 貯留 量 の 増 加 （ 土壌 へ の炭 素 隔 離 ）

は 地 球 温 暖 化 の緩 和 策と し て 重 要 視 され て いる 。特 に 土 壌 機 能 や生 産性 の 維 持 な ど を目 的 とし て 、人

為 的 に 有 機 物 が投 入 され て い る 農 耕 地土 壌 は 、他 の 生 態 系 の 土壌 に 比べ て 炭 素 貯 留 増加 ポ テン シ ャ ル

が 高 い と 考 え られ る 。しか し 、有 機 物 施 用 によ る農 耕 地 土 壌 に 貯留 可 能な 炭 素 量 や 土 壌中 の 炭素 動 態

に は 未 解 明 な 点が 多 く、そ の 詳 細 な 評 価 が不可 欠 で あ る 。そ こ で本研 究 は 、性 質 の 異 なる有 機 物 資 材

を 用 い て 、農 耕 地 土壌 の炭 素 貯 留 の 変 化と 有 機物 資 材 の 性 質 との 関 係を 明 ら か に し 、有 機物 施用 に よ

る 黒 ボ ク 土 の 炭素 貯 留増 加 ポ テ ン シ ャル を 評価 す る 。こ の よ う に本 研究 は 、農 業 利 用 可 能な 有機 物 の

施 用 に よ り 、効 果 的 に 農耕 地 の 土 壌 炭 素量 を 増加 さ せ る 農 地 管理 方 法の 確 立 に 向 け た基 礎 的知 見 の 蓄

積 を 目 的 と し た。  
【 方 法・材 料】本 研 究は有 機 物 資 材 と して 牛 糞堆 肥 を 用 い、圃 場 試 験と 土 壌 培 養 実 験を 行 った 。圃 場

試 験 は 2 0 2 1 年 4 月 か ら 2 0 2 1 年 9 月 に 黒 ボ ク 土 の 実 験 圃 場 で 行い 、ホ ウレ ン ソ ウ を 栽 培し た 。土壌 培

養 実 験 の 土 壌 は、 圃 場試 験 と 同 じ 場 所か ら 0 -1 5 c m の 土 壌 を 採 取 し 、 2m m の 篩 を 通 し た 。  
本 研 究 は 圃 場 試験 と 土壌 培 養 実 験 の 両方 に おい て 、 1） 中 性 の堆 肥 混合 肥 料 処 理 （ N 処 理 ）、 2） 酸

性 の 堆 肥 混 合 肥料 処 理（ O 処 理 ）、 3）化 成 肥 料処 理（ CF 処 理 ）、の 3 処 理 を 設 定 し た（ 反 復 3）。加 え

て 、 圃 場 試 験 では 、 4）窒 素 施 用 な し 処理 （ リン 酸 と カ リ ウ ムの み の施 用 、 P K 処 理 ） を 設定し た 。  
圃 場 試 験 に お いて 、窒素 、リ ン 酸 、カリ ウ ムが 1 7 0 k g  h a - 1 で 各 肥 料 を 施 用 し 、土 壌 から の CO 2 発 生

量 を チ ャ ン バ ー法 （ 密閉 法 ） に よ り 測定 し た。 ま た 、 圃 場 試験 の 前後 に 土 壌 （ 0 -1 0 c m） を 採 取 し て 、

全 炭 素 と 全 窒 素を 分 析し た 。土 壌 培 養実 験 にお い て 、培 養 容器（ 直径 8 .4 c m、高 さ 1 2 c m）に 高 さ 5 c m
で 圃 場 の 仮 比 重と な るよ う に 土 壌 を 充填 し た。 そ の 後 、 0 .2 mg N  g  D W so i l - 1 で 各 肥 料 を 土 壌全 体 に 混

和 し 、 土 壌 水 分 を WFPS で 6 0 %、 温 度 を 2 5℃ で 6 0 日 間 培 養 し た 。 土壌 か ら の CO 2 発 生 量 の 測 定 は 、

施 肥 後 2 週 間 は 毎 日 、そ の 後 は 週 2 -3 回 行 っ た。ま た 、施 肥 後 7 日 、 1 4 日 、 2 8 日 、 4 2 日 、 6 0 日 に 土

壌 の 全 炭 素 と 全窒 素 を測 定 し た （ 反 復 3）。  
【 結 果 ・ 考 察 】 圃 場 試験 に お け る N 処 理 と O 処 理 の CO 2 発 生 は 、 施 用 後 に 大 き く 増加 し 、そ の 後 減

少 す る 時 間 変 化を 示 した 。CF 処 理 と P K 処 理 は 収 穫 の 前 後 に CO 2 発 生 が 増 加 し た が、変 化の程 度 は N
処 理 と O 処 理 よ り も 小 さ か っ た 。実験 期 間 の 積算 CO 2 発 生 量 と 堆 肥 混合 肥 料 施 用 に よる 炭 素投 入 量 か

ら 投 入 炭 素 動 態を 考 える と 、 N 処 理 と O 処 理 で は そ れ ぞ れ 投入 炭 素の 4 8 .8 %、 8 4 .1 %が C O 2 と し て 発

生 し た こ と が 明ら か にな っ た 。こ の 計 算に お いて は 、CF 処 理 と P K 処 理 の CO 2 発 生 に 差 が 無か っ た こ

と か ら 、 施 肥 によ る p r imin g  e f f ec t は 無 い と 仮 定 し た 。 そ の 結果 、 実験 期 間 に お い ては 投 入し た 炭 素

の う ち 、N 処 理 で は 5 1 .2 %、O 処 理 で は 1 5 .9 %が 土 壌 に 蓄 積 し た 。圃場 実験 終 了 時 の 土 壌炭 素 量に は N
処 理 と O 処 理 で 有 意 差 は な か っ た 。また 、培 養実 験 に お け る CO 2 発 生 の 時 間 変 化 に 処理 間 差は 見 ら れ

な か っ た 。 圃 場試 験 と同 様 に 炭 素 蓄 積を 求 めた 結 果 、 培 養 実験 で は N 処 理 と O 処 理 と も に 投 入 炭 素

の 約 7 0 %が 残 存 し て お り 、処 理 間差 は 見 ら れなか っ た 。この よ う に 施用す る 堆 肥 混 合 肥料 の 性質（ p H）

を 変 え る こ と によ っ て 、実 験 期 間 に お ける 施 用炭 素 の 残 存 量 が異 な るこ と が 明 ら か にな っ た 。土 壌 中

の 微 生 物 は 生 息環 境 条件 に 適 応 し て いる た め 、生 息 環 境 と 異 なる 性 質の 有 機 物 分 解 が緩 や かに な っ た

こ と が 要 因 と 考え ら れる 。培 養 実 験 で は 処理 間に 炭 素 残 存 量 の差 が 無か っ た こ と か ら 、圃場 にお け る

栽 培 履 歴 や 土 壌微 生 物の 分 布 特 性 、気 象 条 件 など が 実 際 の 炭 素蓄 積 作用 に 重 要 な 影 響を 与 えて い る と

考 え ら れ る 。実 験 期間 が限 ら れ て い る が 、本研 究に よ り 圃 場 の 条件 に 適し た 性 質 の 有 機物 を 投入 す る

こ と で 、 効 果 的に 炭 素蓄 積 量 を 増 加 させ る 技術 や 管 理 法 の 開発 が 可能 で あ る こ と が示 唆 され る 。  

【研究成果発表方法】 

本研究で得られた結果を検討する追加の実験が必要である。この結果を含めた成果を学会

や学術雑誌を通して発表する予定である。  
 

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 


